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＜研究者の変更状況（研究代表者を含む）＞ 

旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 
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新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所

属・職名 

研究者氏名 プロジェクトでの役割 

東邦大学医学部医学科
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旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

膠原病の炎症病態にか

かわる新規液性因子と

その制御法の開発 

東邦大学医学部医

学科（内科学講座膠

原病科）・教授 

川合 眞一 

自己免疫応答におけるア

ディポカイン、ミッドカイン

関与解析と治療薬創製 
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新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所

属・職名 

研究者氏名 プロジェクトでの役割 

東邦大学医学部医学科

（内科学講座膠原病

科）・教授 

東邦大学医学部医

学科（内科学講座膠
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自己免疫疾患におけるア

ディポカイン、ミッドカイ
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とその阻害による新規治

療開発 

 

１１ 研究の概要（※ 項目全体を１０枚以内で作成） 

（１）研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要 

 目的・意義： 免疫応答異常により生じる様々な疾患には環境要因の変容を含む多種多様

な因子が関与しているが、T 細胞はじめ免疫担当細胞の過剰活性化が病態基盤を形成して

いることが示唆されている。しかし、いかなる物質が免疫担当細胞の過剰活性化を惹起し、い

かなる経路を経て発症に至るのか、病因・病態の詳細についてはいまだ明らかでない。 
本研究プロジェクトでは全身性・臓器特異性免疫疾患を多角的に解析し、疾患特異的蛋白

や T 細胞をはじめとする免疫担当細胞の過剰活性化を引き起こす因子を同定することを目指

す。具体的には、①臨床研究班にて、アレルギー・リウマチ性疾患、皮膚水疱症、炎症性腸疾

患、血管炎において疾患特異的に発現する蛋白を探索する。②基礎研究班にて、リンパ球や

好中球に対する同物質の免疫応答異常誘発を in vivo と in vitro の両面から解析する。 
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研究計画： 平成 26 年度から平成 28 年度まで、臨床班では「自己免疫疾患患者検体から

検出されるサイトカインをはじめとする種々のバイオマーカー」を探索し、疾患特異性について

検討する。基礎研究班では「遺伝子発現を包括的に調節する SATB1 とアレルギー・自己免疫

疾患患者由来好中球の機能解析」を行う。 平成 29 年度、平成 30 年度は、臨床検討で得ら

れた自己免疫疾患に関与する候補蛋白について、基礎的検討系を応用してその機能を確認

し、この特定蛋白を基に新規治療法・効率的予防法の創製を目指す。 

（２）研究組織 

本プロジェクトの 4 つの目標を達成するため、従来の垣根を越えた「自己免疫疾患先端医

療技術センター」を組織し、臨床検討を主とする「自己免疫疾患病態解析グループ」と、基礎

的検討を加える「自己免疫疾患に関わる細胞機能解析グループ」とを結成した。基礎班では

「免疫担当細胞の初期・成熟応答」を、臨床班では「自己免疫疾患患者検体中に存在する蛋

白同定」を検討するため、以下の役割分担からなる研究組織を構築した。 
1．免疫疾患にかかわる細胞制御機構の解析・制御を実施する基礎的検討班 

  
2．疾患病態解析・制御へ向けた臨床研究班 

 

本プロジェクトは、上記研究者に加え国際的な最先端研究を目指す若手研究者を積極

的に登用し、総勢 40 名以上が研究に参加し、戦略性に長けた若手研究者育成のための

研究拠点の確立を目指した。研究代表者（高橋 啓）は、系統的血管炎、特にいまだに

原因の明らかでない川崎病について日本川崎病学会会長として最新の研究情報を収集

すると共に、病院病理学講座教授として人体、動物モデル両面の検索により血管炎疾患

の病因・病態解析を行った。一方、自己免疫疾患の先進的知見を収集し研究成果を有機

的に結合させ、自己免疫疾患を制御する研究拠点の形成に専心してきた。年 1 回プロジ

ェクト報告会を公開で開催し、各グループの進捗状況の点検を行うと共に、外部評価委

1) 共生真菌由来血管炎発生における T 細胞分化解析・制御 (高橋班) 
2) バイオマーカーによる自己免疫疾患の細胞病態の解明 (武城班) 
3) リウマチ膠原病におけるケモカイン、アディポカイン解析・制御(川合班, 南木班：川

合班に代わり平成 29 年度から参画) 
4) 自己免疫性水疱症における自己反応性 B 細胞機能解析・制御 (石河班) 

 

1) SATB1 遺伝子の T 細胞制御機構解析 (近藤班) 
2) アレルギー・自己免疫疾患小児の好中球機能解析・制御 (宮崎班) 
3) 自己免疫性疾患における臓器線維化抑制技術の開発 (赤坂班：宮崎班に代わり平

成 28 年度から参画) 
 
 

最終的に、 
① 自己免疫疾患発症にかかわる T 細胞過剰活性化因子の同定 
② 疾患の病態を反映するバイオマーカーの同定 
③ 病態改善を目的とした新薬創製 
④ プロバイオティクスを含めた疾患予防法の確立、 

を目指す。 
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員の評価を受け、今後の方針を是正することに努めてきた。さらに、基礎班と臨床班と

の間で定期的な意見交換の場を設けると共に、年度毎に報告書の提出を求めその内容を

グループ間で公開し進捗状況の把握と情報共有を諮ってきた。また、プロジェクト検討

委員会(高橋 啓、高松研医学部長、赤坂喜清先端医科学腺管医科学研究センター教授、

事務・会計担当藤居英明/大菅徹)を開催し、討議事項を研究担当者に配信し各班の研究

計画や共同研究調整に努力した。研究班は平成 28 年度まではそれぞれの研究課題解析

に専心したが、平成 29 年度からそれぞれの研究成績を有機的に結合させ、目標達成に

向けてチーム間連携を諮った。研究支援体制として研究基盤センターや実験動物センタ

ーを中核とする研究施設や研究装置設備を常時稼働させ、研究成果の着実な蓄積を諮っ

てきた。設定された共同研究機関はないが、これまでに UC San Diego 小児免疫学教室、

国立成育医療研究センター、Cedars-Sinai 研究センターなどと意見交換、討議を行い、

研究の方向性の確認と多面的な知見収集に努力している。 
 

 

 

 

（３）研究施設・設備等 

【研究施設】 
研究基盤センター： 450 ㎡、利用者数：100 人/週 
実験動物センター： 1,510 ㎡、利用者数：200 人/週 
総合研究部実験センター：614 ㎡、利用者数：200 人/週 
免疫学講座：272 ㎡、利用者数：28 人/週  病理学講座 586 ㎡、利用者数：20 人/週 
大橋・総合研究部：20m2、利用者数:30 人/週 
佐倉・総合研究部館：56m2、利用者数 30 人/週 

【主な研究装置、設備】 
実験動物飼育用特殊空調装置、利用時間 168 時間/週 
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実験動物飼育用清浄空気調和装置、稼働時間 168 時間/週  
MesoQuickPlex マルチイムノアッセイシステム、稼働時間 10 時間/週 
ImageQuant LAS 4010 システム、稼働時間 10 時間/週 
島津質量分析システム LCMS-8040、稼働時間 10 時間/週 
カールツァイス:共焦点レーザースキャン顕微鏡 LSM700、稼働時間 10 時間/週 
凍結超薄切片作成システム EM-UC7+EMFC、稼働時間 10 時間/週 

 

（４）研究成果の概要 ※下記、１３及び１４に対応する成果には下線及び＊を付すこと。 

≪研究成果≫ 
本研究プロジェクトの 4 つの目標：①自己免疫疾患発症にかかわる T 細胞過剰活性化因子の

同定、②疾患の病態を反映するバイオマーカーの同定、③新薬創製、④プロバイオティクスを

含めた疾患予防法の確立のうち、特に①、②、③の領域で解明が進み、複数の自己免疫疾

患についての疾患活動性把握や新規治療法確立に向けての標的分子が明らかになりつつあ

る。さらに、関節リウマチにおいては抗ケモカイン抗体が臨床試験されるに至った。 
1．免疫疾患にかかわる細胞制御機構の解析・制御を行う基礎的検討 

1) SATB1 遺伝子の T 細胞制御機構解析 
 SATB1 遺伝子欠損マウス（SATB1cKO）は中心性免疫寛容の破綻、生後直後には末梢性

免疫寛容機構不全がみられ、SATB1 は免疫寛容の成立に必須である*1,*2 ことが明らかにさ

れた。さらに、本マウスで観察されるシェーグレン症候群(Sjögren's syndrome, SS)様症状の発

症には Treg 細胞異常が重要な役目をなしており、B 細胞の関与は低い*3,4 ことを明らかにし

た。 
2) アレルギー・自己免疫疾患および小児由来好中球機能解析・制御 

 小児のアレルギー誘発要因となる感染症について、好中球の TLR2 および TLR4 発現と血

清サイトカイン濃度を検討し、小児期においても感染後早期に好中球は活性化のピークを迎

え、さらに、病原体の種類によってサイトカイン応答が異なるなど免疫応答のバランス調節が

行われていることが確認された。 
3) 自己免疫疾患の臓器線維化の制御技術の開発 

bFGF 添加により誘導される線維化抑制性 microRNA を探索して得た miR-146b-5p は、

PDGFRα を標的として線維化促進作用を有する PDGF シグナルを受容体レベルで抑制する

ために線維化抑制に働く*1,*2 ことを明らかにした。全身性強皮症の臓器線維化抑制に有効

となる可能性が示唆された。 
2．疾患病態解析・制御へ向けた臨床研究 
1) 共生真菌由来血管炎における発症機序解明と制御法創製 
ヒトに常在する Candida albicans の細胞壁由来糖タンパクで誘発される川崎病類似マウス

系統的血管炎モデルは TNF-α に加え IL-6、KC/GRO が血管炎と密接に関連し、抗 TNF-α
製剤投与により血管炎発生は強力に抑制される*1,*2 ことを明らかにした。さらに、細胞壁を構

成する α-マンナンの受容体である dectin-2 の KO マウスで血管炎は完全に抑制される*3 こと

を明らかにし、自然免疫認識機構が血管炎発症に大きく関与していることを示した。 
2) バイオマーカーによる自己免疫疾患の細胞病態の解明 
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平滑筋細胞フェノタイプレギュレーター、可溶性受容体 LR11（sLR11）は川崎病の冠動脈

合併症で高値*1 となる他、動脈硬化症*2、炎症性腸疾患、自己免疫性胆道疾患*3 において

も上昇し、自己免疫疾患細胞の病態をあらわすバイオマーカーになる可能性を示した。 
3) リウマチ・膠原病におけるアディポカイン、ミッドカイン、ケモカイン解析・制御 
細胞増殖・遊走、血管新生に関わる分子であるミッドカイン（MK）は、関節リウマチ（RA）患

者で有意に高値で、疾患活動性や身体障害度、リウマトイド因子と相関する*1, *2。MK はヒト

滑膜組織で発現し、滑膜細胞の IL-6 や IL-8 の産生を誘導することから RA の病態形成に関

与する新規バイオマーカーになりうる*4 ことを示した。一方、ケモカインの一つであるフラクタ

ルカイン（FKN）が RA の病態に密接に関与していることを解明*3,*5 し、抗 FKN 抗体による臨

床試験が開始されている。 
4) 自己免疫性水疱症における自己反応性 B 細胞機能解析・制御 
器官培養観察系において、単独で水疱形成を起こさない非病原性抗 Dsg1 モノクローナル

抗体は、単独で水疱形成を引き起こす病原性 Dsg1 モノクローナル抗体と混合することにより

表皮細胞内の Dsg1 の凝集を p38MAPK 依存性に誘導し細胞接着阻害活性を相乗的に増加

させる*1, *2 ことを見いだした。 
＜優れた成果が上がった点＞ 
1. 免疫疾患にかかわる細胞防御機構の解析・制御を行う基礎的検討 

1) SATB1遺伝子のT細胞制御機構解析： SATB1cKOマウスにおける免疫寛容破綻機構

を明らかにし、自己免疫疾患（SS）発症メカニズムを解明する手掛かりを得た。 
2) アレルギー・自己免疫疾患小児由来好中球機能解析・制御： 小児においてもアレルギ

ーや感染症による好中球活性化や免疫応答は成人のそれと同様に機能することを明らかにし

た。 
3) 自己免疫疾患の臓器線維化の抑制技術の開発： 臓器機能障害を惹起する線維化に

対し、bFGF による線維化抑制機構を明らかにし、臓器線維化予防戦略における microRNA
の有用性を初めて示した。 
2. 疾患病態解析・制御へ向けた臨床研究 

1) 共生真菌由来血管炎における発症機序解明と制御法創製： Candida菌体成分由来血

管炎誘発モデルの血管炎発生にはパターン認識受容体である C 型レクチン受容体(dectin-2)
を介した自然免疫機構が大きく関与し、マクロファージ活性化、TNF-α 産生が血管傷害に密

接に関連していることを示した。 
2) バイオマーカーによる自己免疫疾患の細胞病態の解明： 血管細胞形質制御因子であ

る sLR11 は川崎病や自己免疫疾患、炎症性腸疾患の病勢・病態をあらわすバイオマーカーと

なる可能性を示した。 
3) リウマチ・膠原病におけるアディポカイン、ミッドカイン、ケモカイン解析・制御： 膠原病

の中でも RA の病態にかかわる分子（MK）を新たなバイオマーカー候補として提唱した。さら

に、ケモカインである FKN の RA 病態への関与を詳細に検討し、その結果、抗 FKN 抗体は

臨床試験に施行されるに至った。 
4) 自己免疫性水疱症における自己反応性 B 細胞機能解析・制御：細胞接着阻害にかか

わる抗 Dsg1 抗体を検討し病原性抗体と混合、共存することで細胞接着阻害活性を相乗的に

増加させ水疱を形成する機序を初めて報告した。 
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＜課題となった点＞ 
本研究プロジェクト4目標のうち、これまでに①免疫疾患発症にかかわるT細胞過剰活性化

因子の同定、②疾患の病態を反映するバイオマーカーの同定について一定の成果を得た。

基礎・臨床班で得られたこれらの知見はいずれも自己免疫疾患の病因、病態を考えるうえで

示唆に富むものであり、分子標的薬、シグナル伝達阻害薬などの新規治戦略を考えるうえで

貴重な基礎的データとなった。さらに、本プロジェクト期間中に関節リウマチにおける新規抗体

療法が臨床試験されるに至った（目標③新薬創製）。今後、基礎研究成果についてはヒトとの

関連性を検討する必要が、そして臨床班においてはより多くの対象材料、他疾患試料を用い

バイオマーカー、治療の可能性について検討を続ける必要がある。さらには、自己免疫疾患

発症における微生物叢の関与に注目し、炎症性腸疾患や血管炎における微生物叢変容と炎

症マーカーの誘導・発現を検討し疾患予防を探る必要がある。 
1) SATB1 遺伝子の T細胞制御機構解析： 中間報告時に課題となった SATB1cKO マウス

の自己免疫疾患病態形成における末梢性免疫寛容の関与を解明するため細胞移入や Treg
細胞に注目した解析が研究期間終了までに実施され成果を得た。一方、ヒト疾患との相同性

について研究を進める必要性が指摘された。 
2) アレルギー・自己免疫疾患および小児由来好中球機能解析・制御： アレルギー・自己

免疫疾患患者におけるTLR2,４の蛋白発現、mRNA発現を感染症におけるそれらと比較検討

する必要がある。 
3) 自己免疫疾患の臓器線維化の制御技術の開発： 線維化抑制性 microRNA の発現を

誘導する bFGF 投与の至適条件、bFGF 以外の線維化抑制誘導因子の検討を行う必要があ

る。また、in vivo における線維化抑制作用について検証の必要性が指摘された。 
4) 共生真菌由来血管炎における発症機序解明と制御法創製： より詳細なシグナル伝達

経路の検討と自然免疫受容体阻害、シグナル伝達阻害による血管炎発生への影響を検証す

る必要がある。 
5) リウマチ・膠原病におけるアディポカイン、ミッドカイン、ケモカイン解析・制御： MK産生

の制御機構を検討するとともに、膠原病の治療薬として広く使用されているステロイド投与が

MK 発現に与える影響を検討し治療効果判定のバイオマーカーとなりうるかを検討する必要

がある。また、抗 FRK 抗体の臨床試験の結果を基に新薬創製への過程を推し進める。 
6) バイオマーカーによる自己免疫疾患の細胞病態の解明： より多くの自己免疫疾患患者に

対して sLR11の病勢、病態を反映するバイオマーカーとしての有用性を検討する必要がある。 
7) 自己免疫性水疱症における自己反応性B細胞機能解析・制御： バイオマーカーとしての

ビーズ凝集法の意義についてより多くの臨床試料を用いた検討が必要である。 
＜自己評価の実施結果と対応状況＞ 
①�所属教室の研究報告会を3ヶ月ごとに実施し、研究の進捗状況から問題点を検討し、効

果的・効率的な研究計画の策定・改善を続けた。 
②�事業報告会を毎年度末に実施し、研究の軌道修正や共同研究の立案など次年度へ向け

た研究計画を策定し、研究の最適化を図った。 
＜外部（第三者）評価の実施結果と対応状況＞ 
① 研究担当者は国内外の専門領域の学術集会にて研究成果を発表し、研究内容について
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評価を受けた。 
② 本事業においては、毎年度末に開催される事業報告会で外部評価委員 ［本橋新一郎教

授（千葉大学大学院医学研究院免疫発生）、斧 康雄教授（帝京大学医学部微生物学）]の評

価を受けた。この評価をもとに、プロジェクト運営委員会（高橋 啓、高松 研医学部長、赤坂 

先端 センター長、事務・会計担当の藤居英明）は1．評価者4人の評価、2．論文Impact 
factor、3．研究の進捗状況・発展性について総合的に評価し費用対効果を査定し、各グルー

プの維持・研究資金配分等を決定した。 
＜研究期間終了後の展望＞ 
1) SATB1 遺伝子の T 細胞制御機構解析：マウスで同定した炎症関連因子について①ヒトシ

ェーグレン症候群患者における同因子の動態を明らかにする。②SATB1 のターゲット遺伝子

を同定し、T 細胞に関与する遺伝子群を明らかにする。 
2) 自己免疫疾患の臓器線維化の制御技術の開発：①細胞・組織レベルで判明した

miR146b-5p の臓器線維化抑制能について in vivo で検証するため、miR146b-5p 欠失した遺

伝子改変ラットを作成し同 miR による線維化抑制能を臓器・個体レベルで検討する。 
3) 共生真菌由来血管炎における発症機序解明と制御法創製：①dectin-2 発現細胞、特に

マクロファージ、樹状細胞の役割について明らかにする。②dectin-2 シグナル伝達にかかわる

諸分子の活性化について検討することで血管炎発症への分子メカニズムを明らかにし、③シ

グナル伝達阻害、活性化分子を標的とする治療法を確立する。 
4) バイオマーカーによる自己免疫疾患の細胞病態の解明：様々な自己免疫疾患における

sLR11 のバイオマーカーとしての有用性を検討する。 
5) 自己免疫性水疱症における自己反応性 B 細胞機能解析・制御：ビーズ凝集法が天疱瘡

病勢測定法として臨床的に使用可能か、より多くの天疱瘡血清を使用して検討する。 
6) リウマチ・膠原病におけるアディポカイン、ミッドカイン、ケモカイン解析・制御：関節リウマ

チ以外の膠原病疾患において同様に病態解析を行い、新規治療法の開発につなげる。 
＜研究成果の副次的効果＞ 
1) SATB1遺伝子異常はマウスにおいて自然発生的に諸臓器にヒトSS様の慢性炎症を引き起

こすことが本研究で明らかになった。疾患発症後に上昇する炎症因子が同定されたことでヒト

SS 患者の発症メカニズム解明が期待できる。 
2) 線維化抑制に関与する特異的な細胞間制御分子miRNAの同定は、修復機構の進展メカ

ニズム解明につながり、核酸創薬による自己免疫性疾患の臓器線維化の治療薬開発が可能

となる。 
3) 川崎病類似マウス血管炎の発生機序が明らかになることにより、シグナル伝達阻害、受容

体阻害などの治療開発への展開が期待出来る。 
4） 膠原病、特に RA の病勢を反映するバイオマーカーとしてのミッドカイン、炎症病態を反映

する sLR11 の測定系樹立により特許出願し得る。 
5）本プロジェクトで RA に対して創製された分子標的薬が、RA に比して治療選択の少ない他

の膠原病についても応用できる可能性がある。 
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１２ キーワード（当該研究内容をよく表していると思われるものを８項目以内で記載してくださ

い。） 

（１）  自己免疫性疾患       （２）  免疫寛容           （３）  バイオマーカー     

（４）  サイトカイン・ケモカイン   （５）  自己抗体           （６）  系統的血管炎     

（７）  水疱性皮膚疾患      （８）  膠原病              

 

１３ 研究発表の状況（研究論文等公表状況。印刷中も含む。） 

上記、１１(４)に記載した研究成果に対応するものには＊を付すこと。 
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2．疾患病態解析・制御へ向けた臨床研究 
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Organs in Kawasaki Disease.  Kawasaki Disease. Current Understanding of the Mechanism and 
Evidence-Based Treatment.  17-22.  Springer,  Japan, 2016 

7. 高橋 啓：  第 3 章 血管病変の成因と病理.  臨床脈管学  18-20.  日本医学出版社,  東京, 2017 
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2.2) バイオマーカーによる自己免疫疾患の細胞病態の解明 

1. 黒田正幸，武城英明(分担) ：脂質異常症の遺伝子細胞治療-LCAT 欠損症患者への新規治療法の開発

- ，Annual Review 糖尿病・代謝・内分泌 2015 (寺内康夫ほか編）p128-132．中外医学社,東京, 2015 

2. 武城英明：LDLR ファミリーと LR11，脂質代謝異常と関連疾患《上巻》疾患モデルの作成と利用(尾
池雄一ほか編)p209-214．株式会社エル・アイ・シー，東京，2015 

 

2.3) リウマチ・膠原病におけるアディポカイン、ミッドカイン、ケモカイン解析・制御 

1. 川合眞一：  ステロイド処方のコツ－導入と離脱－.  Bone Joint Nerve  6 (2) ：309 -315 , 2016 

2. 川合眞一：  関節リウマチに対する早期治療介入の効果．副腎皮質ステロイド.  Rheumatology 
Clinical Research  4 (1) ：28 -34 , 2015 

3. 川合眞一： 関節リウマチ診療ガイドライン 2014.  今日の治療指針 2016 年版  1947-1952.  医学

書院,  東京, 2016 

4. 川添麻衣, 鏑木 誠, 増岡正太郎, 進藤恵実子, 佐藤洋志, 藤尾夏樹, 鹿野孝太郎, 村岡 成, 田中菜

穂子, 山本竜大, 金子開知, 蓮沼智子, 川合眞一：  多発血管炎性肉芽腫症に脊髄炎と末梢神経障害

を合併した一例.  関東リウマチ－興味ある症例とその問題点－第 48 集  151-157.  医事出版社,  
東京, 2015 

5. 増岡正太郎，佐藤洋志，川添麻衣，進藤恵実子，山田壯一，鹿野孝太郎，藤尾夏樹，村岡 成，鏑

木 誠，山本竜大，金子開知，田中菜穂子，南木敏宏，川合眞一：  SLE に横静脈洞血栓症を合併

した二症例の検討.  関東リウマチ－興味ある症例とその問題点－第 49 集  8-14.  医事出版社,  東
京, 2016 

6. 浦部晶夫, 島田和幸, 川合眞一編集： 今日の治療薬 解説と便覧 2016  1-1376.  南江堂,  東京, 
2016 

7. 川合眞一編集： ステロイドのエビデンス～ステロイドの使い方の答えはここにある～.  1-374.  羊
土社,  東京, 2015 

8. 南木敏宏。悪性腫瘍（含 リンパ増殖性疾患）。リウマチ病学テキスト改定第 2 版。公益財団法人日

本リウマチ財団教育研修委員会、一般社団法人日本リウマチ学会生涯教育委員会編。p496-498。2015。
診断と治療社。 

 

2.4) 自己免疫性水疱症における自己反応性 B 細胞機能解析・制御 

1. 石河 晃：尋常性天疱瘡. 実践！皮膚病理道場, 2 38-39. 医学書院, 東京, 2018 

2. 石河 晃：落葉状天疱瘡. 実践！皮膚病理道場, 2 40-41. 医学書院, 東京, 2018 

3. 石河 晃：水疱性類天疱瘡. 実践！皮膚病理道場, 2 42-43. 医学書院, 東京, 2018 

4. 石河 晃：蕁麻疹様紅斑主体の水疱性類天疱瘡, 実践！皮膚病理道場, 2 106. 医学書院, 東京, 2018 

5. 石河 晃：Hailey-Hailey 病. 実践！皮膚病理道場, 2 107−108, 医学書院, 東京, 2018 

6. 石河 晃：Darier 病. 実践！皮膚病理道場, 2 109−110, 医学書院, 東京, 2018 

7. 石河 晃：掌蹠膿疱症. 実践！皮膚病理道場, 2 111, 医学書院, 東京, 2018 

8. 石河 晃：線状 IgA 水疱性皮膚症. 実践！皮膚病理道場, 2 171-172, 医学書院, 東京, 2018 

9. 石河 晃：腫瘍随伴天疱瘡. 実践！皮膚病理道場, 2 173-174, 医学書院, 東京, 2018 

10. 石河 晃：表皮水疱症. 実践！皮膚病理道場, 2 175-176, 医学書院, 東京, 2018 



（様式 2） 
 

法人番号 131069 
プロジェクト番号 S1411015 

 
＜学会発表＞ 

1．免疫疾患にかかわる細胞制御機構の解析・制御を行う基礎的検討 

1.1) SATB1 遺伝子の T 細胞制御機構解析 

1. 田中ゆり子、郭向華、向津隆規、早乙女壮彦、桑原卓、近藤元就 免疫寛容における分子制御機構の

解析 第 24 回 Kyoto T cell Conference、口頭発表、2014, 5, 京都市 

2. 早乙女壮彦、渡邊美砂、正田八州穂、小峰由美子、田中ゆり子、郭向華、近藤元就 SATB1 遺伝子

欠損マウスにおける自己免疫疾患の病態解析 第 26 回 日本アレルギー 学会春季臨床大会、口頭

発表、2014, 5 京都市 

3. Tanaka, Y., Sotome, T., Kuwabara, T., Akiba, Y., Kondo, M. The function of SATB1 in a mouse model for 
sjogren's syndrome. The 43rd annual meeting of the Japanese Society for Immunology 2014, oral 
presentation, 2014, 12 京都市 

4. Kuwabara, T., Akiba, Y., Tanaka, Y., Naito, T., Kondo, M. SATB1 is required for development of 
experimental autoimmune encephalomyelitis. The 43rd annual meeting of the Japanese Society for 
Immunology 2014, poster presentation, 2014, 12 京都市 

5. 田中ゆり子、桑原卓、秋葉靖、Terumi Kohwi-Shigematsu、近藤元就 SATB1 欠損による自己免疫疾

患発症機序の解析 第 25 回 Kyoto T cell Conference、口頭発表、 2015, 5, 京都市 

6. Akiba Y., Kuwabara T., Tanaka Y., Naito T., Kondo M. Nuclear protein SATB1 is required for development 
of experimental autoimmune encephalomyelitis. The 44th annual meeting of the Japanese Society for 
Immunology 2015, oral presentation, 2015, 11 札幌市 

7. Tanaka Y., Inoue A., Kondo M. CD4+ effector T cells produce both IFNg and IL-4. The 44th annual meeting 
of the Japanese Society for Immunology 2015, poster presentation, 2015, 11 札幌市 

8. 田中ゆり子、桑原卓、井上彰子、Terumi Kohwi-Shigematsu、近藤元就 自己免疫疾患発症における

SATB1の役割 第２６回 Kyoto T cell Conference, 口頭発表、2016, 5  大津市 

9. Tanaka Y., Inoue A., Kuwabara T., Akiba Y., Naito T., Kondo M. The analysis of autoimmune  

disease development in SATB1 deficient mice. The 45th  annual   meeting of  the Japanese Society for 
Immunology 2016,oral presentation, 2016, 12  宜野湾市 

10. Akiba Y., Kuwabara T. Tanaka Y., Naito T., Kondo M. Nuclear protein SATB1 is required for regulation of 
CE4 T cell. The 44th annual meeting of the Japanese Society for Immunology, 2016, 12 宜野湾市 

11. 田中ゆり子、井上彰子、桑原卓、近藤元就 SATB1 遺伝子欠損マウスにおける臓器特異的自己免疫

疾患発症機序の解析 第 28 回日本生体防御学会学術集会、2017, 6, 相模原市 

12. 松井幸英、桑原卓、安井優太郎、近藤元就 T 細胞受容体刺激による CBP の核移行と遺伝子発現へ

の影響 第 28 回日本生体防御学会学術集会、2017, 7, 相模原市 

13. 有田通恒、小池淳一、吉川展司、近藤元就、逸見仁道 甘草由来化合物 Licochalcone A による TrkB 
mRNA 分解促進作用. 第 59 回日本小児血液・がん学会学術集会、2017, 11, 神戸市 

14. 有田通恒、小池淳一、近藤元就、逸見仁道 マイクロサテライト不安定性の一形式である EMAST の

発生過程における p53 の役割 生命科学系学会合同年次大会 2017,  2017, 12, 神戸市 

15. 桑原卓、安井優太郎、石川文雄、秋葉靖、内藤拓、田中ゆり子、近藤元就 自己免疫マウスにおけ

る実験的自己免疫性脳脊髄炎耐性機構の解析 生命科学系学会合同年次大会 2017、2017, 12, 神戸市 

16. Akiba Y., Kuwabara T., Tanaka Y., Naito T., Kondo M. Nuclear protein SATB1 is required for development 
of experimental autoimmune encephalomyelitis. The 46th annual meeting of the Japanese Society for 
Immunology 2017, 2017, 12, 仙台市 

17. Matsui Y., Kuwabara T., Kondo M. TCR-stimulation recruits CBP from nucleus to the cytoplasm and affects 
the protein phosphorylation. The 46th annual meeting of the Japanese Society for Immunology 2017, 2017, 
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12, 仙台市 

18. Naito T., Kondo M. Maintenance of intestinal homeostasis by T cell-expressed Eed. The 46th annual 
meeting of the Japanese Society for Immunology 2017, poster presentation, 2017, 12, 仙台市 

19. Inoue A., Tanaka Y., Wada K., Kondo M. Study of relationship of allergy and chronic rhinosinusitis. The 
46th annual meeting of the Japanese Society for Immunology 2017, poster presentation, 2017, 12, 仙台市 

20. Tanaka Y., Inoue A., Kubo M., Kondo M. The presence of T cells with both TH1 and Th2 characteristic in 
mice. The 46th annual meeting of the Japanese Society for Immunology 2017, poster presentation, 2017, 12, 
仙台市 

21. Tanaka Y., Sotome T., Inoue A., Kuwabara T., Naito T., Akiba Y., Mikami T., Kowhi-Shigematsu T., 
Kondo M. SATB1 deficiency in mice leads to Sjögren's syndrome-like autoimmune exocrinopathy. 10th 
Joint Sminar on Biomedical Sciences, poster presentation, 2017, 12, Tokyo 

22. 田中ゆり子、Ujjal Bhawal、Fengzhu Zhang、近藤元就 SATB1遺伝子欠損マウスにおけるシェーグレ

ン症候群発症機序の解析 第60回歯科基礎医学会学術集会、口頭発表、2018, 9, 福岡市 

23. 内藤拓, 近藤元就： CD4+ CD8αα+ 腸上皮内リンパ球の in vitro 分化における E-カドヘリンの影

響.  第 41 回日本分子生物学会年会, 2018, 11 横浜市,   

24. T. Kuwabara, F. Ishikawa, Y. Tanaka, T. Naito, M. Kondo, Mitochondrial transcription factor A rescues 
defect in T cell receptor responsiveness in SATB1 deficient mice.  The 47th Annual meeting of the Japanese 
society for Immunology,  poster presentation, 2018, 12, 福岡市 

25. Y. Matsui, T. Kuwabara, M. Kondo, TCR-stimulation recruits CBP from nucleus to the cytoplasm and 
affects the protein phosphorylation.  The 47th Annual meeting of the Japanese society for 
Immunology, poster presentation, 2018, 12, 福岡市 

26. Y. Tanaka, A. Inoue, T. Kuwabara, T. Naito, M. Kondo, An analysis of pathophysiology of Sjögren’s 
syndrome inSATB1 deficient mice. The 47th Annual meeting of the Japanese society for Immunology, poster 
presentation, 2018, 12, 福岡市 

 

1.2) アレルギー・自己免疫疾患および小児由来好中球機能解析・制御 

1. 遊佐貴司、松岡正樹、小原 明、宮崎修一．好中球の機能解析からみた川崎病と感染症の関連性． 

第 88 回日本感染症学会総会 福岡 2014．6 

2. 遊佐貴司、宮崎修一． アレルギー疾患小児における好中球機能解析. 平成 26 年度私立大学戦略的

研究基盤形成支援事業報告会 東京 2015. 3 

 

1.3) 自己免疫疾患の臓器線維化の制御技術の開発 

1. 赤坂喜清. 慢性炎症の組織再改築を制御する microRNA の探索. 私立大学戦略的研究基盤形成支援

事業 平成 27 年度事業報告会, 東京. 2016.3. 

2. 中道美保, 赤坂喜清, 岡根谷哲哉,今泉りさ, 荻野晶弘, 岡田恵美, 大西清. 血管増殖因子による骨髄

間葉系前駆細胞の発現誘導と血管新生. 第 24 回日本形成外科学会基礎学術集会, 盛岡. 2015.10. 

3. 中道美保, 赤坂喜清, 大西清. bFGF 誘導性骨髄間葉系前駆細胞(Fibrocyte)の同定と血管新生メカニズ

ム(イノベーションセミナー）. 第 45 回日本創傷治癒学会, 東京. 2015.11. 

4. 田中 嘉雄, 永竿 智久, 赤坂喜清, 田口 則行, 濱本 有祐, 上野 正樹. 乳房再建を目指した in vivo 
Tissue Engineering Vascularized Fat Flap の作製. 第 45 回日本創傷治癒学会, 東京. 2015.11. 

5. 木下 利雄, 小池 秀樹, 池田 隆徳, 赤坂喜清. bFGF による心筋組織修復の制御と機能分子の探索. 
第 45 回日本創傷治癒学会, 東京. 2015.11. 

6. 矢尾 尊英, 秦 美暢, 牧野 崇, 肥塚 智, 大塚 創, 石田 文昭, 本間 栄, 栃木 直文, 赤坂喜清, 伊豫
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田 明. 分離換気チューブで挿管管理後に Dumon ステントを留置した右主気管支狭窄の 1 例. 第 38
回日本呼吸器内視鏡学会, 東京. 2015.6. 

7. 久保田 伊哉, 坪井 久美子, 浅田 俊樹, 乾山 光子, 尾作 忠知, 馬越 俊輔, 金澤 真作, 緒方 秀昭, 
三上 哲夫, 赤坂喜清, 渋谷 和俊, 金子 弘真. 心臓腫瘍切除後に診断した甲状腺未分化多形肉腫の

1 例. 第 27 回日本内分泌外科学会総会, 福島. 2015.5. 

8. 赤坂喜清: 組織修復の制御機構と新規展開. 第 149 回東邦医学会例会, 東京、日本, 2017/02  

9. 中道美保、深澤由里 、藤澤千恵 、三上哲夫 、大西 清 、赤坂喜清 : 骨髄間葉系前駆細胞(Fibrocyte)
に る新 規の血管新生メカニズムの解明. 第 46 回日本創傷治癒学会, 東京, 2016/12  

10. 中道美保、赤坂喜清 、荻野晶弘 、望月聖太 、岡田恵美 、大西 清 : 骨髄間葉系前駆細胞(Fibrocyte)
による新規の血管新生メカニズム. 第 25 回日本形成外科学会基礎学術集会, 大阪, 2016/09  

11. 赤坂喜清: 慢性心不全の病理:心筋組織再改築と間質繊維化に る拡張性心不全の分子機序. 第 43 回

比較心電図研究会, 東京、日本, 2016/09  

12. 深澤由里、本間尚子、緒方秀昭、赤坂喜清、三上哲夫: 乳房 Paget 病における血管新生メカニズムの

分子病理学的解析. 第 105 回日本病理学会, 仙台, 日本, 2016/05 

13. FUJITA Kazuko, KUWABARA Taku, TOME Yoshiya, ITO Kei, TSUKIMOTO Atsuko, TOSHIDA Yasuko, 
WANG Bing, TANAKA Kaoru, MIKAMI Tetuo, AKASAKA Yoshikiyo,: Irradiation on NZBWF1 mice is an 
effective therapy for SLE- like morbidity. International congress of immunology, Melbourne, Australia, 
2016/08  

14. Yoshikiyo Akasaka, Miho Nakamichi, Yufi Fukasawa, Naoko Honma, Kiyosi Onisi, Tetuo Mikami: 
Involvement of bone marrow derived cells (fibrocytes) in angiogenesis during wound healing. The 105th 
Annual Meeting of the Japanese Society of Pathology, Sendai, Japan, 2016/05  

15. Yoshikiyo Akasaka, Miho Nakamichi, Naomi Inomata, Yuri Akishima-Fukasawa, Toshio Kinoshita, Kiyoshi 
Onishi, Tetsuo Mikami: Induction of CD34+/pro-collagen I+ fibrocytes in granulation tissues following 
bFGF injection into rat skin ulcer. 2016 Wound Healing Society annual meeting, Atlanta, Georgia, 2016/04 

16. 永田喜三郎、赤坂喜清、小林芳郎: 自然免疫への老化の影響. 東邦大学 4 学部合同学術集会, 習志野

市 日本, 2017/03 

17. 赤坂喜清、藤澤千恵: 慢性炎症の瘢痕線維化を制御するmicroRNA探索と機能解析. 私立大学戦略的

研究基盤形成支援事業 「自己免疫疾患の制御をめざす研究拠点形成」平成29年度事業報告会, 東京、

日本, 2018/03  

18. 岡根谷哲哉 中道美保 藤澤千恵 木村裕美 青木茂久 武田慶 荻野晶弘 岡田恵美 三上哲夫 大西清 
赤坂喜清: 創傷治癒における肉芽組織細胞による管腔様構造の形成とbFGFの関与. 第47回日本創傷

治癒学会, 京都 日本, 2017/11  

19. 赤坂喜清: 創傷アセスメントにおける分子発現の評価と有効性. 第47回日本創傷治癒学会, 京都 日
本, 2017/11  

20. 赤坂喜清 藤澤千恵 中道美保 岡根谷哲哉 深澤由里 大西清 三上哲夫: 創傷治癒の瘢痕線維化を制

御するmicroRNAの探索 と機能解析. 第47回日本創傷治癒学会, 京都 日本, 2017/11  

21. 中道美保 岡根谷哲哉 藤澤千恵 深澤由里 三上哲夫 河越尚幸 今井常彦 瓜田純久 大西清 赤坂喜

清: ラット隆起性皮膚病変 における骨髄間葉系前駆細胞(Fibrocyte)の発現変化と血管新生. 第47回
日本創傷治癒学会, 京都 日本, 2017/11  

22. 岡根谷哲哉、中道美保 、藤澤千恵 、青木茂久、武田 慶 、荻野晶弘、岡田恵美、三上哲夫、大西 清、

赤坂喜清: 創傷治癒における修復細胞による血管新生とbFGFの関与. 第26回日本形成外科学会基礎

学術集会, 大阪, 2017/10  

23. Naoko Honma, Tetuo Mikami, Yoshikiyo Akasaka Yuri Fukasawa, Tomio Arai, Yuko Saito, Shigeo 
Murayama: What determines estrogen concentration in the brain?. The 106th Annual Meeting of the Japanese 
Society of Pathology, Tokyo, 2017/04  
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24. Yoshikiyo Akasaka, Miho Nakamichi, Chie Fujisawa, Yuri Fukasawa, Naoko Honma, Kiyoshi Onishi, Tetuo 

Mikami: bFGF Enhances Vascular Formation through Induction of Angiogenic Properties of Fibrocytes in 
Wounds. The 106th Annual Meeting of the Japanese Society of Pathology, Tokyo Japan, 2017/04  

25. Chie Fujisawa, Hiroko Kodama, Yuri Akishima-Fukasawa, Naoko Honma, Tetuo Mikami, Yoshikiyo 
Akasaka: Novel genetic mutations in Menkes disease associated with clinical course in Japan. The 106th 
Annual Meeting of the Japanese Society of Pathology, Tokyo, Japan, 2017/04  
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例の検討.  第 56 回関東リウマチ研究会,  東京,  2015/06 
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第 112 回日本内科学会総会,  京都,  2015/04 
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１７　施設・装置・設備・研究費の支出状況（実績概要） （千円）
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102,000

35,850 57,746

41,294 31,706

44,581

73,000

93,596

20,013

0

57,419

20,006 10,006 10,000

平
成
3
0
年
度

研究費

平
成
2
9
年
度

設 備

装 置

設 備

装 置

研究費

研究費

装 置

施 設

総

額

総 計

装 置

施 設

施 設

装 置

平
成
2
8
年
度

研究費

設 備

研究費

法人番号
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法人番号 131069

１８　施設・装置・設備の整備状況  （私学助成を受けたものはすべて記載してください。）
（千円）

㎡ 14
㎡ 43
㎡ 15
㎡ 8

大橋・総合研究部 20 ㎡ 1
佐倉・総合研究部 56 ㎡ 1
※　私学助成による補助事業として行った新増築により、整備前と比較して増加した面積

㎡

（千円）

ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ

ｈ

ｈ
ｈ
ｈ
h
ｈ

ｈ

１９　研究費の支出状況 （千円）
  平成 年度

（研究設備）

H26. LCMS-8040 1台 250

１台

15,279
5,530250 8,964

73,000 31,706

14,668 9,050

実験動物飼育用清浄
空気調和装置

H27. 102,000 44,581 私学助成
4台 8760

LH-13（新晃工業）

３０人/週 - -
H26 ３０人/週 - -

免疫学講座 S47 272 28 人/週 34,000 -
総合研究部実験センター H16 614 200 人/週 52,866 -
実験動物センター S57 1,510 200 人/週 - -
研究基盤センター H21 450 100 人/週 147,000 73,500

日本環境感染学会
英文校正、和英翻訳
備品修理、諸会費、雑費　他

補助主体

私学助成

私学助成

私学助成

私学助成

補助主体

私学助成

私学助成

800 800

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

実人数　２人

0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）
超低温槽、インキュベーター、高純水装置、冷凍庫

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

ポスト・ドクター

計

計

9,677

9,677

800

9,677

時給　1,300円，年間時間数約300時間
時給　1,200円，年間時間数約300時間

9,536

その他諸経費 240

59
委託費用他198

試薬送料他 100

研究者学会出張費
198

51
59

主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出
液体窒素、炭酸ガス、マウス、リロードチップ、細胞株、文具類

支　出　額

研究用試薬他

積　　算　　内　　訳

150 18,848 11,628

レーザースキャン顕微鏡

LSM700 1台 150 26,352

（情報処理関係設備）
凍結超薄切片作成システム H26. EM-UC7+EMFC 1台

H26.
16,259

Amersham Imager 600 H26. 1台
24,764

アッセイシステム
H26.

CLF-3-№2-RS-B（ﾃﾗﾙ） 2台 8760

1台 250MesoQuickPlexマルチイムノ

CMF-3-№4-SOB-B（ﾃﾗﾙ）

8760
8760
8760
8760１台

実験動物飼育用特殊空調装置 H26.
6台

１台
１台

LH-13（新晃工業）

LH-9（新晃工業）

H3

LH-8（新晃工業）

《施　　設》  （私学助成を受けていないものも含め、使用している施設をすべて記載してください。）

補助金額整備年度

8760

《装置・設備》　（私学助成を受けていないものは、主なもののみを記載してください。）

研究施設面積 使用者数

稼働時間数装置・設備の名称 台　　数型　　番 事業経費 補助金額

事業経費施　設　の　名　称 研究室等数

計

島津質量分析システム

図　　　　書

リサーチ・アシスタント

（雑費他）
報酬・委託料

240

研究支援推進経費

カールツァイス 共焦点 H26.

別刷代

小  科  目
主　な　使　途

消　耗　品　費

別刷代
100 標本配送料、マウス搬送費

金　　額

8,888

教育研究用機器備品

人件費支出
（兼務職員）

教育研究経費支出

印刷製本費
旅費交通費

26

整備年度

計

通信運搬費

8,888

光　熱　水　費

51

UWXY1180D（ﾀﾞｲｷﾝ工業）

年　　　度

（研究装置）
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法人番号 131069

  平成 年度

  平成 年度

計 0

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

図　　　　書
計 4,793

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 4,793 4,793 生物顕微鏡、薬用冷蔵庫、中央実験台

教育研究経費支出
計 3,635

人件費支出 時給　1,300円，年間時間数約2790時間
（兼務職員） 3,635 3,635 実人数　２人

計 11,601

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料 493 委託費用他 493 委託検査、翻訳料

（雑費他） 1,853 備品修理、その他諸経費 1,853 備品修理、雑費

印刷製本費 6 公開講座ポスター他 6 ポスター、チラシ

旅費交通費

光　熱　水　費
通信運搬費 89 試薬送料他 89 標本配送料、マウス搬送費

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 9,160 研究用試薬他 9,160 消毒用エタノール、細胞培養ディッシュ、炭酸ガス、実験動物、細胞株、文具類

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

計 0

年　　　度 28

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

図　　　　書
計 6,234

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 6,234 6,234 POLAR-B、プラズマイオンボンバーダー

教育研究経費支出 実人数　２人
計 2,929

人件費支出 時給　1,300円，年間時間数約1120時間
（兼務職員） 2,929 2,929 時給　1,200円，年間時間数約1220時間

計 10,843

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料 441 委託費用他 441 委託検査

（雑費他） 60 その他諸経費 60 備品修理、雑費

印刷製本費
旅費交通費 82 研究者学会出張費 82 日本感染症学会

通信運搬費 37 試薬送料他 37 標本配送料、マウス搬送費

年　　　度 27

小  科  目

光　熱　水　費

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 10,223 研究用試薬他 10,223 プレート、細胞培養ディッシュ、遠心管、ピペット、実験動物、細胞株、文具類

支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容
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法人番号 131069

  平成 年度

  平成 年度

計 0

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

図　　　　書
計 2,294

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 2,294 2,294 コールター固定角ロータ、顕微鏡用デジタルカメラ

教育研究経費支出 2,387 2,387 派遣単価2,450円，年間時間数約902時間
計 4,704 実人数　２人

人件費支出
（兼務職員） 2,317 2,317 時給　1,400円，年間時間数約1585時間

計 13,075

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料 625 委託費用他 625 委託検査、翻訳料

（雑費他） 12 備品修理、その他諸経費 12 雑費

印刷製本費 公開講座ポスター他

旅費交通費

光　熱　水　費
通信運搬費 試薬送料他

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 12,438 研究用試薬他 12,438 消毒用エタノール、細胞培養ディッシュ、炭酸ガス、実験動物、文具類

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

計 0

年　　　度 30

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

図　　　　書
計 4,627

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 4,627 4,627 冷却高速遠心機、バイオハザード用キャビネット等

教育研究経費支出 実人数　２人
計 4,140

人件費支出 時給　1,400円，年間時間数約1520時間
（兼務職員） 4,140 4,140 時給　1,400円，年間時間数約1228時間

計 11,531

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料 78 謝礼費用他 78 報告会審査評価他

（雑費他） 11 その他諸経費 11 雑費

印刷製本費 5 公開講座ポスター他 5 ポスター、チラシ

旅費交通費

光　熱　水　費
通信運搬費 1 送料 1 配送料

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 11,436 研究用試薬他 11,436 プレート、細胞培養ディッシュ、遠心管、ピペット、実験動物、細胞株、文具類

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

年　　　度 29
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法人番号 131069 
プロジェクト番号 S1411015 

 
＜研究成果の公開状況＞（上記以外） 

シンポジウム・学会等の実施状況、インターネットでの公開状況等 
＜既に実施しているもの＞ 
【事業報告会】 
1．第 1 回 私立大学戦略的研究基盤形成支援事業『自己免疫疾患の制御をめざす研究拠点形成』

平成 26 年度事業報告会（平成 27 年 3 月 25 日、東京）

(https://www.toho-u.ac.jp/med/lab/sentan_lab_index/srfpu/20150128.html) 
2．第 2 回 私立大学戦略的研究基盤形成支援事業『自己免疫疾患の制御をめざす研究拠点形成』

平成 27 年度事業報告会（平成 28 年 3 月 25 日、東京）

(https://www.toho-u.ac.jp/med/lab/sentan_lab_index/srfpu/20160325.html) 
3．第 3 回 私立大学戦略的研究基盤形成支援事業『自己免疫疾患の制御をめざす研究拠点形成』

平成 28 年度事業報告会（平成 29 年 3 月 23 日、東京） 
4．第 4 回 私立大学戦略的研究基盤形成支援事業『自己免疫疾患の制御をめざす研究拠点形成』

平成 29 年度事業報告会（平成 30 年 3 月 22 日、東京） 
5．第 5 回 私立大学戦略的研究基盤形成支援事業『自己免疫疾患の制御をめざす研究拠点形成』

平成 30 年度事業報告会（平成 31 年 3 月 20 日、東京） 
 
＜これから実施する予定のもの＞ 
 
 本事業に関連した報告会の今後の実施予定はない 
 

 

１４ その他の研究成果等 

 

特記事項なし 

 

 

１５ 「選定時」及び「中間評価時」に付された留意事項及び対応 

＜「選定時」に付された留意事項＞ 

 

特記事項なし 

 

＜「選定時」に付された留意事項への対応＞ 

 

特記事項なし 

 

＜「中間評価時」に付された留意事項＞ 

 

特記事項なし 

 

＜「中間評価時」に付された留意事項への対応＞ 

 

特記事項なし 
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